
、‘

' ~ 

‘”＇吋

地下資源調査所

細管。一品
闘 J 書

叫．

地

質

調

査

所

報

告

（大

正

十

三

年

度

事

業

報

骨

）

’ 

第
九
十
四
披



前
所
長

従
三
位
動
三
等

理
墜
博
士

弁

上

耀

之

助

宵

像

Ex Director K. Inouye 



前
升
析
係
長

正
四
位
勲
四
等

省

吾

宵

像

－荷

* 

S. Shimizu Ex-Chief Chemisも



大
ま砲

正 質

十 調
一 日一一 査
年

度 ヲた
所

事
報

業 丘仁耳二

報

｛ι ::J iチ；~，‘ 

十九

四
披

大
iE 

四
年
十
一一月



大

正

十

三

年

度

事

業

報

告



出席丈鏡分地油鎖地
大

版 物析形田物質 正
物務庫陳係係係係係

十穿リ 目
館
． 

一一一
ヲた 年

． 度

事

．． 業

報

斗口二

． 

． ． 

． 

． 
．． 
． ． ． ． 

． － 

一一一 ，・．．．，
七三 O 九八五五四ニ
頁頁頁頁頁頁頁 頁 頁



~~· 

I.• ·· 

,, 、
.~ 

" 

年

度

事
山川実ふ
：報も
告ι1

大

正

十

本

年

度

円

前

年

度

震

災

ノ

後

ヲ

承

ケ

事

業

ノ

進

行

意

ノ

如

ク

ナ

－

フ

サ

リ

震
一
メ
焼
…
失
ジ
タ

：完全内電卓

々 ザ青島～

金

原

泰

定
ノ
宇
－
一

v 
A 

ル
ヲ
得
サ
リ
キ
、

ル

諸

資

料

ノ

再

調

及

ヒ

内

部

ノ

整

理

等

ニ

忙

殺

セ

ジ

モ
ノ
ア
リ
、

所

内

諸

般

ノ

設

備

向

ホ

未

タ

整

頓

ス

)I〆

二
至
ラ
ス
、

毛
達
セ

向

後

奮

闘

努

力

之

レ

カ
同
復
ヲ
園
－
フ
サ
ル

即

チ

所

員

或

ρ

地

震

ノ

調

査

或

m

震

災

ノ

，、、

カ
－
フ
ス

是

レ

蓋

シ

事

情

止

ヲ

得

サ

リ

シ

－
フ
レ
、

理

ノ

結

果

本

年

度

限

y
之
レ

ヲ
中
止
ス

ル

油

田

調

査

及

ヒ

鎮

物

調

査

ノ

二

事

業

月

') 

従

来

臨

時

事

業

ト

シ

ア

施

行

セ

ト

是

レ

鎮

工

業

ノ

基

礎

ト

潟

リ

＼

Jレ

ノ

止

ヲ

得

ザ

ル

＝
至
レ

之
レ

カ

稜

達

促

進

上

必

要

敏

ク

，、、

常

例

ノ

事

業

ρ

課

一
因
ル
ト
雄
モ
、

行

政

及

財

政

整

這

般

ノ

事

業

タ

カ
ラ
サ
ル

モ
ノ
ナ
ル

固司壬、



橋磐 j度 支 震等査本
経喪 I 

及；炭遺 11：災ノ詑年 三J

伊田 技 誕地事 ニ 皮 ノ、 縮、
少

f胡育 及 J、 111 リ 念、 於 地 本 ヲ

｜！時間紺八調 ノテ ー 所 重

国 111日野月査漁業品 、 質 ノ ン

l陪 地技廿 期 4穿
__._. 
圃 以．，、、 ジ、

主也 手 一 ノ 一 国 1j11悶 係 プ タ

石 .＞、 日 ilJ 女日 。t 法J・＂~＇.王 ノレ

佐 弁大 ヨ 手艮 ク 事 地調 憾結

膝技 正 リ 技調 さ／ ノ 果

先日市 十 九
、
査 中f:Di 1t 主也 ス

Lr. J、 匹i 月 ノ、 ノ fl 質 ノレ 1上

技大年ト 五 j主 ツ 5周 所 一
ni11 XE 二九 )] 行八 査 ナ i支
ノ、 月 n セ 月 ヲ 定

大 四 「、 n 下施 ミ／、
IE 年七 プ ヨ リ 旬 rr 
十 二 日 今 ミノ ヨ ス f象

四 月 ヨ i冶； !Ill ヲ リ Jレ 期

f下 一十 リ 国 JI［・；主主i ノ ノ

一 グヒ 一城 ケ f象 成

「l 日 月 i也 月 定 守主
ー十 ヨ 一 ノ一 一、 ス ナ ヲ、
七 十 士山 ブ Ei リ 見

日 三 五 'BI t)fi gp ミノ Jレ

ヨ 月 日 ノ 子 チ flFj カ ~ 、

一
ー、ヲ 再 国 戸店、

一 デ fJ,lj I陥倉 J支 大 古E
月 五平査 地投 白!Ti 震 ，、

ーtl- 口 園 ヲ 師 病 後 サ

1 五＂＂ 1p.日従 ノ、 集地 Jレ

日テ及 £ti: f主 専 ；快 !ff 乏 ーー

｜マ J，＇.＇；！：常て政 フ 勤調 至



泉 及箱 プ 九 六 ノ、 伊 十 プ

fil』j 上根 紳 日 月 四 原 匹l Ii¥ 
ヂE 山 度奈 ーす 七 月 技 年 石

田 ノ JII ア 日 二師 度 山

従 出·~ i1切 !I＼幸 福中 ヨ 十 ノ、 及

一 三J｝：泉 調 葉奈 リ 九 五 二 旦 ヒ
、

制 査 山 JII 同 月
、

久ミJ 日 リ

受 タ 査 御！際 二 ヨ 一 特 続万、
L!J 用 葉 十 リ 日 総 園

ffE 
本中R J1B 山 四 五 ヨ

Zリ
施 中高

訴j 官投地御 日 月 リ 市3 行 地
ノ、 師質 用 ’守 同 ノ ノ

」フ丑t. 大 ノ、 調.［［） プ 日 一 査 7象 地一
正 十査 地 j』1[1 「、 ー「 r瓦ιじー－ 質

一十 四 質奈 プ 日 ナ 百四

四 年 大 日間 川千 づ‘ リ 宝E
壬F 二； 井 査 千 葉 プ

一 月 上 葉照 紳

Fl 二 技 波 一 訓｜ 奈 事－一
JL 師挫将 崎 }II シ

円 日 ノ、 投 ノ 砲牒 タ

ヨ ヨ 十郎i震 蚕 震 、
一 J、 災 政； 災一

同 にtr<J 月 )L 別 地 地 是

十 三 十 月 査 f也 ノ 等
..L. 

月 日 十 誼質 封i』 ノ，、 ， 
日 一 ヨ 五 一 調 下
一、 日 日 九 査 水 制｜
プ ーマ 同 ヨ 月 ~ ·~ 

市品 プ 一 リ 十弁 査一
島 長 十 同 六上

！際野 五 十 日 前

飯 JR宅 日 七 ヨ 所 倉

坂 戸 「、 日 リ 長 技
i'Jifi d主E主ト プ ーマ 十 ノ、 師



路産本 プ ヲ

園地年 山 十 知月山月年

阿 ノ 度 口 一 一 照三口十度一 一
歴 調 一 牒十 日 ヰミ日牒八ニ

内 査於 鍍 湯 五 ヲ 目ョ湯日於

産 ーー てF 旧 日 リ ~rr リ 回 ヨ ア、
炭 J、

物 ilri¥. ー守 同 地 同 i思 大

地鈴佐 泉 プ 二下 十 泉 問弁

及木藤 係 ノ 長 十 *' 日 月上｜

同 技｛専 再野六
、
七 二技ー？

園 師蔵 調牒 日 ヤ プ 月 十師

糸 J、技 査 月 愛 一 一ーマ 一 J、

魚大師 － ー 諸 プ 十 知十 日 四

揮 正 ..＞、 従 町静 日 ！昭六 → 、 月

産十七 事湯 岡 ヨ 豊 日 プ 十

茨三月 ジ ノ 牒 リ 橋 ヲ 栃七

地年二 タ 開熱 同 市 リ 木 日
ノ 八十 J一In司l i毎 -r- 地八 舷－ ヨ
再 月 一 泉 町九 下 月 足

調十 日 ノ 5民 日 水二 利五
査八 ヲ 高Z 山 ’マ 日 市 月

詑 日 9 且オミ二 i昆
国Fし 司

プ 九 ーマ 地三

ヨ 八 泉 愛 月 プ 下十

後 リ 月 及 援二 山 水 日、
aで巴k•' 十廿 ヒ 大 牒十 形 → 、

図 月 九 ニ正 長 三牒七 プ

茅廿 日 月 十 演 日 上 月 自中

沼
--L 

「、 七 四 町 ノ 一縄F、 ヨ

炭 日 プ 日 年水 リ はl 日 牒 四

田 → 、 石 ヨ 一 語、 品］ 及 ヨ 大
ノ プ Jll リ 月 地廿 赤 リ 東

新北 際 十 一一 七 湯 同 島

調 海 内 二十十 日 溢十 ノ

査道銭 日 一 一 ーマ 泉 日 燐
一 釧物

ー？ 日 月 プ 事マ 蹟、



園 事師月 二本 従 ｜
1v品 シ ノ、 廿十年年 手iノ’‘n’ 海一 月 八 度

本 リ 軍 日 十月 タ

年 地 省 ヨ 六十於 油
度 一 ノ リ 日 八 プ
、

形 蝿十 日一 守、
回

方f t也 託月 プ ヨ 林

ケ 係 一 二秋 9 技 係
Jレ
形

ヨ 十 田 九 師

園 摂リ リ 日 牒月 ノ、

中高
--'.... 

司守 紳 十 海/'¥ 

測 量 月 ブ F凸-- 日 外

量 十北 寺 ーマ 油

匿 五 海詑 プ 田

域 日 道 青 調

1: ヲ 天 和森 査

リ E盟国 牒 ノ

園油大潟

潰 月 遠 田樟 メ

園 廿－別 ノ 迦 敵

l隔 五油 再 油米
ノ 日 田 調 田 ，、、、
白 国守 ノ 査 出

詰t プ 新 村 張

鏑 北 調 従 山 シ、
山 樺 査事 投

四 太 ーー シ手飯
五｜ 近 油 従 ，，、 塚
及 田 事 植七投

卒 ノ て村月 師

園 調 投 舟 J、

中高 査千師一大
ノ 谷 －＇・、 日 正
，庁翌去通、 従 技七 ヨ 十



リ、
ジ之ヲ ）］；~ 園田箇地物携尺十炭

遠 縮ヲ以ニ遠 月 産任一二田

Eリ 尺捨テ於別油開立立地シ高年ナ
油 二任本ア油田測ニ 縮分ノリ

回 高シ年夫田測量後本尺ノ大ト
d，、 五縮度々＝量ニ志年五一震ス

清 千尺 視q 三／ 匝従 図度 千 火

山 分二於量 プ 域事茅 分 ヨ 災 白

河く ノ 高 ブ ヲ 大 ノ、 ミ／ 沼於 ノ リ iffB 
E5l 一五再 完樟 青 タ 決 ケ 一一 擢鉱
雨 及 千測 了 迦森 リ m Jレ 及 岱i LfJ 
技 一 分量 シ y11＇：！牒 鎖一 月 原 i庄l一
手 高 ノ ヲ 二女 田 大 シ 物高 ヲ 園 近

及 ノ71' 施 JI〆 ノ、 樟 一ず 調分以！！主 ノ、

信自 ノ ー 司’丁→ ニE 大迦 武査 ノ ヴ 失 大

雇 依 シ 大 正 i出 国 測一抑j シ 正

～ -" ノ タ 正十 l丑 技 主主ヨ忌‘ 」E茎L タ ー十、 、
ヲ 依 リ 十 年秋 手 直 ヨ ヲ ノレ 年、
捨 手口 －一：. ［＇又＂二f 田 之 域 ヲ J小士口 ヲ I主
｛壬 各 旧 gp 年 牒 ヲ J、 担リ 了 f), 、
シ 二及 チ ノ 平日 結北量 シ プ 方合

南i＇市,;; 箇 耐大大 手口 田 f壬 海 中 ノ立 松 プ

尺 月 宮樫 震 田 及 ~／ 道ナ 忌戸＂~ 之、
一 宇寺迦 火 及 示中 縮会JI¥ リ 技 1J 

~Yo~ ヲ 油 油 災紳 'e三7詰 尺 E告 ’H百2－ 手 iJ(IJ
分 以 回 田 ~ヨヱ云g， 寺 一 図 理之 量
ノ プ ＿，；・、 d，、 際 寺 油 高 阿 決 カ ヲ

一 測小村 シ i山 田 分匪 田 」耳結 -L白‘，，、

量川 田 原 田 詑 ノ 内 ノ、 了

依 ヲ 投投 国 J、 一 一 及 久量 ジ

結手手焼大 北 － ー 糸 t~ タ

了 之 及 失正 海 ヨ 魚 投従 ノレ
一
箇 シ ヲ ジ十 道 リ iW~ 手事 モ

月 タ 捨松 タ 一 天 事ヲ 産 之 ジ大



田 鋸 本 鍍精 ト 園 ノ 櫓 園 ヲ

ノ 物 技 山 査 ス ジ幅銚任幅 以
t也 産 手 地 園 J、 子 ノ テ

汗5 地 略 形 製 大 設 本 摂lj

園 之 園 白 園 正 安築年 量
ノ、 製 ヲ ノ、 請E 中 十 室 度 一 ヲ一
t市 闘 結縮鎖 二技 山

、
結ノ

尺 ー，p、 了 尺 山 モ 年 手 田 於 製 了

一 4回5シ 三J 千 四 ノ ノ 捨技 プ ジ

高 ii2: タ 二 近 J、 大任 手製 闘 タ

缶、 直 リ 百 f也 中日 震 ノ 携 園 リ

ノ 域 ？丹 形 見 火府任 ヲ

一 iJtiJ ノ 園 投災 中 ノ 企フ土じ・
量 一 .＞、 手 一 ノ 徳 了、

｛衣 員 ま信 轄権八 山 ジ
之 -L. 

尺 任 リ 国 及 タ, .... 
製 ヲ 千 ー ノ 原幅 勿 Jレ

園 捨 3子高 天 園 来 d，、

一 任 ノ 主子 草 燥 シ r凸~「．

従 ミ／ 一 ノ 及 失 プ 内

事 I珂 及 一 松 シ 内林技
ミ／ 隈 一 島 本 府投手一
阿 内 高 依 技年 中 手捨

歴 及 分 リ 手 度 鉾搭イ壬
内 糸 ノ 松 捨 ーー 田 任 ノ

産 魚 一 島 任 主を 勿 ノ 釜
茨 揮 技 ノ プ 来筑石

地 産 依手 生再 ノ 波及

’七 地 決 リ 之 野製 一 長宇

汗5 t也 堀 ヲ ノ セ 園紳 田

－ 園
内結

、
詑 一 Jレ 幅 村一

ヲ ーー 技 了 園 司E ヲ 投奥
Y仁会じ・茅 手 ジ 申高 ノ 除 手 田
成 f召 及 釜 ナ ナ ク 携投
三J 決 松 石 五 任 手



度 分 分尺 一 了 油 タ一
黒石 ロEロJ 析 ノ → 

高 宝J 国 リ一
於 設 一 高 ！分 タ

雲 ケ 備 新分 ノ Jレ 製
目
ノレ ノ ノJ六』、 庄 ノ 一 ，、 圃

母茨 分復 油 一 大縮 J、

析奮 析 田 神石 尺 嘗
口a口 f伺'i 等 宮田 五該、
目 持ミ 係 ナ 寺 高 匿、
未 リ 油男 分域

｛固 タ ト 回 鹿 ノ 浪リ、
数 企フf己, .A 島 一 量

｛回
及 了 縮 鷹員

検 ス 尺 二 巣 ノ

五 λ酔ムヒー・ J：レ
一 ツ 油外

一 三数 数 一 高井 田 r邑品云噌

細 止 五 ノ 園 内

別 フ 千各 技

次 3ζ 分 油縮 手

表操 ノ 田 尺 及
ノ 作 一 固二大

女日 一 平日 一 高 岡
検 ジ不 田 ジ五 雇

1己.... 便 i由 プ 千之
四

ノ 国 製分 ーー
九 0 数

黒占 園 ノ 従

少 遠 中 一 事
ナ Bリ 一 村 三J

1J 油 麗上本 i¥. 

フ 田 .A 油年、 ． 
ス Jレ 田 度、

縮 モ 園 一．
其 尺 ノ 方合

本 一 J、 縮 プ一
年 高縮 尺結



Jレ 本 一 ｜京 本
ヲ 年 従 衣リ 年 水 メ白).. 硫 銭岩

得 ιrlk_ 芯 ヒ 棚 度 メι4入 銭

速 等
::r 

寅タ 一 計
方そ 一 ノ 於 鍍 ク

主主 プ 之 f霞 プ ス 鍛 鏡 石

一 各 jJ E早． J、 物
寄 所 復 及 大 陳
R官 ヨ !!'1! 補 震
口口口 リ ヲ 充 火 タIJ
目 寄 期 未 ：｝主 望t主・日'-• 
R脅 ス ,7 後

寄 ノ fr)(: ノ

m1 標 フ 燕~.~

者 本 サ 王m 八 一一
ノ、 ノレ 一一一一一一

ヲ 一 霜 i亡
首f ー十 メ R不fX凡

ジ 九 応－＇－＂、、 セ

テ f困 開 プ

説t－ ー / レ

意 ミ／ 機 而

ヲ テ ーー -"E: 

表 本 至 著 四 一
g＇自・ 九 一一 一ス フ 々

七 一 四 二 九一 一ノ ス 整

陳 β－， 、 頓

衣リ 後 ジ

え 日D日 一 来
ノ 層 v 

光 努 ノレ

彩 力 =t: 

ヲ シ 四：
添 プ 列

フ 事 官官



Q 

ロロ

日

-t 

メ

新
潟
勝
一
極
酸
性
白
土

ト

ユノ

原

.·.：；~. 

泊三

昔日

北
大
東
島
・
詮
燐
酸
磐
土
鎖

産

鎖

市

米

iik 

鎖

キキ

員
数i¥. 

同

者

Q 

n日

日

文

物物

庫

寄

贈

近

朝

鮮

産

雲

母

、

石

墨

産

倒；南

図

水

ofi：・

大

上

義

上

秋

士

日

産

大

理

石

板

ド可

産

鋭

満

洲

産

変

苦

土

鎖

贈

ヲ

依

頼

セ

震

災

後

文

庫

ノ

再

興

ユ

閲

ジ

内

外

ノ

地

質

調

査

所

、

所

シ

ス．
ょを

ノ
ナ
リ

本

年

度

ニ

於

ア

外

岡

地

質

調

査

所

墜
校

愛

知

セ

メ

y
ト

A
V
枇

-/L 

J.ft 

洋

制

消

滅

A
M
口
一
枇

三ノ

幸
ユ
多
大
ノ
同
情
ト
援
助
『
一

、

原

選J

ジ

叉

川

本

所

ニ

寄

贈

セ

河

ーヒ

本

所

内

部

修

繕

完

了

ト

共

プ

皐
曾
、

墜

校

皐
曾
、

fl 
1111 

員
数

。

匹

高

ヲ
整
理
シ
、

園
書
館
等
一
一

物

寄

閥i"I 同

llLJ 

臨

m:t 

者
士』

"' 
J二ーヒ去三f

仁S

園

書

館

等

ニ

国

書

ノ

寄

之
レ
ヨ

p
多

数

ノ

寄

贈

ヲ

得

タ

研

究

ニ

費

セ

直

原

甚

ジ
箇
所

ρ

百

三

十

六

ナ

リ

即

チ

地

質

調

査

所

シ
一
プ
本
所
ト
園
書
ヲ
交
換

ア

リ

プ
京

彦

－
 
H
n
 

Jv 

円

深

ク

戚

謝

ン

ト

欲

ス

山

蹴

羅

巴
ノレ



本 七 十 yレ 本ニ 八本 A 丈 プ 亜弗於

所 十七 J、 邦十十 所地 芸員 一 米利 プ、
ヨ ム IP&;／、司、 r、 ノ 四 一 ヲ 質 J、 利加十

リ 冊報 十 官 冊 筒 一 園 力日 一
一 一、

園 ナ 丈 一 聴 所 固 査千 書 方ぞ

書 リ 四 箇 i也 書 所七 ノ 方合 プ 亜

ヲ 百 所 畢質 シ ヲ 一 百数 プ 七 米一 、
3ー」氏L、- F主 四 ナ 校調 プ 交箇 d，、 利一
t免 十 リ 及 査 園 換所 十地 十大加

叉 一 印 皐 所 書 叉及 一 圃 一 畢 ーー一
J、 -nn・ チ 曾報 ノ 研甘it 一 於

寄 官等告数寄究 ア 亜 皐 プ

m~ 皐鴎 一一 百 J、 日骨 所 而 細曾二
セ 校 一 ジ 五 園 4こ 一 ジ プ 亜 ー「
宝J ア 7 十 11喧 v 筒 プ J、 園 八

盟一壬主・ リ 本六読 ノ、
、

所本地 於 書

官 曾 プ 所 舟明各ナ 年 質 プ 亜

聴 其 ノ、 ナ 書 図 リ 度 園 一 及細、
....L・一 他 其 園 百 ノ 博 亜一 F、、

百 教書 七 地 ス 於百 濠 物

四 ア 一一 ヲ ス 十 質 プ 七 太館 方そ
箇 リ 十交 ニ調 新十 刺 プ

所 プ ニ換 -Ult 査 タ 幅利 ア 十、
皐 J、 箇 三／ 所 !ill ') 、
校 其 所 叉 油 出 地 ーー． プ 濠

及 数 圃 J、 田 皐 版 形於 J、 太
皐 四 書本 地校 物 圃 プ 敵刺

曾 十 ノ 所 質 及 ノ 二一羅 利

其 九 数 一 及皐 安百 巴 亜

他 箇 ノ、 園 t也 曾 換五阿 ーー 一
一 所 地 書 司王 等 ヲ 十 弗 於於一
百 幸良 圃 ヲ 園 ヲ 開 四 利 プ プ

十 丈二 寄 読通 始幅加三六
一 五 百日昔 明 ジ セ ーー 十一
筒 百 九 セ 書 百 ジ 報於 七 阿、



ノ 五冊購書十地清之私二百所

六冊化 λ ヲ 入園 査 助人時四 ーー

種 一 皐園 得冊千 ト ナ 十 ジ

ナ ジ工 書 ;)( 百太 ジ 9 一 テ一
プ 塾 ノ、 Jレ 酔五 田 届＂－λ． プ ト 骨骨 闘

内 英 d，、 書幅健伸紳 ス 書

ヌ． 地開濁本其 吉 吉保 地 ノ

質 ス 和所他 書 郎 質数

皐ノレ 等ノ ま；ff: 籍 氏 踊虎 調 .... ・、
及 モ 三光書 ーー 等地 査地

庭 ノ 十築九 プ ヨ 信 1J、 所 質

用 一八 ト 十 J、 リ 世野 報 園

地 flfl' ス 六地本 ｜崎 告幅

質僻 一 ノレ 冊 質 所八五 入 説

皐書 ミ／ 所 出 束助 百明

類 プ ナ 雑鏑版異 四 書

闘其内 9 誌物物ー木 十七

ス 他地 類 WL 戸 七 百
ノレ 十 質 五 岩 青忠 冊 阻

モ部f皐 百 石和木太 十

ノ ナ 及 --1....・ 洋雄郎 工官庁，、、
一 リ F態 十 地 園 太 業一 、
十欧用 叩. I虫書 松 原油

二丈地 ノ 撃 其大方 料 田

積雑質 寄其 他井五 用 t也
誌皐 ~~他報上郎 鋸質

イ七 J、 ーー ア 一 告義 物及

皐二閥 閥類 近牛 調地

工十 ス 此 ス 四 t事 査 可5
重喜 八 Jレ 等 ノレ． 千小次 報 園

一 手重 毛 i主主主l 司云 百 倉 郎 告設

関八 ノ 重 ノ 七 勉
--1...... 明，、

ス 百二 ナ 五十 井 百書
Jレ 九十 ノレ 百 九 石上 六 千
ヰ三 十七 園 五冊井｝醇 十八｜



, 

氏 所 ナ 人 所 フ レ 銃 本 大
ノ、 長 リ 廃 員 員 サ タ コ，包をさL、 省、 正
明 投 ii i)j¥ ノ リ Jレ 事 各 十

治 f:市 セ 宵1] 異 シ 震 業 局 一一
一 fill ブ 1凶 動 ノ、 ;( ノ ノ 年 ；京
｜ 十

隠_,_ レ -'.:'. ilじ 臨： 復 之 八、

i専 フ 本 タ イ？？ 奮 月
イ“ミフ一・ 一士 15; レ 年 51・！ ノ 一 移 数］、
,[,'.), 井 メ 度 t成 ｛摩 努 4等 町 務
ヲ長 !: ーー 剰 下 fil メ ス 国、

本旅 多 ，、、 司王 ヌ、 f象 ノレ 大

届 所 之 数 従 Jt月 ノレ ぇι 各 ヤ 弓二、
l ノ 助 ノ 来 月J ノ 般 町

事 ノ、 退 ノ 於 ナ 女日 ノ オζ

業 大 官 1出 ケ ク 事 所 オヰ

一 正 者 国 ノレ 準 務 亦 :fj 、

重量 十 ヲ 目Z ~T 捗 主¥Vi 各 ir~ 
興 一 見 査 政 -t ク 所 I低
ジ 年 Jレ 及 及 ア、 其 一 ノιモj〉、 、
十 !i)f1; ff;J・ ノ 3子 ノ

爾 一 至 物 政 己主 手占ー 在 ’7二三じ＝・一
~Jミ 月 リ 三間 京交 般 セ 成

一 一
,,_, 
査 f_ll¥ ノ モt ノレ一

十 日 ノレ ノ ノ fiえ''・ ケ 事 主主

七 依 ノ、 11；宮 ゑ＇~ ノレ 務 一、
年 願 品店 日寺 果 背山、 =f: 所、
間 官 一一 事L 解． ノ ヲ 本

ノ 職 法 業 費 女l1 1冠“J王一l 奮 所

久 ヲ t戚 ノ、 ノ ク 奮 B隠 一
ジ 克 ；｛よRい、 r'f1J 繋 費 合 集

キ セ ス ク 減 l間 ノ ニ ー合

フ Jレ 本 ーー ス 遮 庁み，・；； シ

日 レ 年 1'1>. ノレ 減 βf:J 、:ff 
リ タ ::I 度 ヒ セ 三J リ

15仁 ロ F艮 プ 至 フ プ シ



ノ』さ J、 こ比 -j] 京 析按 ス 謹 委其鎖 ノ 々
製 明 f出 フ 事長 ーー 間i Fレ 持員 ノ 物統 ト

餓 治 ノ ス 山 閥 清昆 ス 除調 ij鵠 ミ／

所 三退 監 ス * :J喜 ノレ 陸 時立 査 ーー プ
-i- 日 督 Jレ 也、 タ 慮 軍 震 担J其

参 ニ者 者 業 ヨE三~ 多 ア 省災工 リ 職

事 年 按 dマ，ii iJF ク リ 漁業 指 一、 、
ず1!17:日;:: 以 技 日i~ ヲ 同 海 l坊 用 t軍 努
！部 自iff 主 時其濁 軍 訪j 原 監 メ

’！官 麻坊i 事長 宰 功
、

リ 省 育料督

助 務 内 毒 ジ、 UR績 本 曾調 其 殊
ノ、 一 米 制 願賓 所 外委査 11. A『． 一、
明 推 資 弁 オミ 一 務 員等 ジ 明

治 技 ノ、 曾 J: 官 関於 省、 ノ キ I古

一 日iii 明 委 所 ヲ 著 うー 蝿堕特 ヲ 四
ー十 安 i＂＇口. 員 長 克 ナ Jレ 託術殊 得 十

室 一 出 セ リ ノ ,fjjf 事 プ 年
素十 各張 フ ト 、『、‘ 復 究業 事 以
ノ、 四 積不 L〆 ス ナ 興曾 一 業来

来 明年 博在 リ フ 局 議 開 ヲ 十、
府、 治 以 原＿，，，，.，信 中 ス 技ー 曾 至ノ ジ七、
務 三来 曾 d，、 同 師 貝 ア プ 年

一 担Jj 審常、 氏 本 ，、
盆間

六量 査 一 J、 ヂII 各史 輩リ 主 J、

何 年 ノ 官其 明 地種目員 策 光所
!/ 以業 等職 治 質博名 努 輝 長
モ 来務 ノ 務 一一 事 覧 勝力 ア ト

開i 製 一 l敵、 ヲ 十 業曾天至 フ ミ／

精 園 f h 代 四 ノ 審然 フ シ プ 四

事 ノ 技 理年 進査記 サ メ 本
i::; rJTIJ 以 官念

、
一 )Jr,i ミ／ 歩 Jレ 所、
l種j 務加 ミJ 来 議等物 ナ 油事

藤 功傍本 展 自母 ク 回 業、
多 省、 勢 ラ 所 ジ 査町調金
年 底三 少東 分 資 プ 曾 司E 査般



ノ
功
績
設
ス

任車事休慨

命

所

長
、
技

粂

復
興
局
技
師

技技技甥技技

任

鎖

務

復

興

局

技

手

復

興

局

技

手

職

技

戦

所

長
、
技 技

R可託三子手日市師日市
カ

フ

r.m 日市師

粂

サ

Jレ
金イ左力日

r.'司．
尚村大

ム，、佐伊山堀井

原上
モ

原藤ini 内山橋角
母

角口国

ノ
木敬稽

ア

リ

信

若草

二に

止

省隆賢告主

男

兵

-±: 

"' ヨ宇

之

幼

兵

-±-

"' 

市

良E

又

男

之

助

鎗

復
興
局
技
師

技技技技属品
革
製
銭
所
副
参
事

技

手

銭

務

技

復

興

局

技

手

復

興

局

技

手

技

自市aI I
 

A
U
H
 

日目日百自由
稲

川
柳

品
目
ド

1）、期安赤1宮E磯書官波本荷濡

倉内室木
回部留

淑
間山水

勉

米

雄事震健

又

男

a恒

幼主位

正

良R

右

京

高

主を

省

吾

一
五



報

告

曾

経

費
技技技J支技技 1主！議技

生l
4裁

所
参
手事

技技技技技技技

師

子
宮守

保掘植カ日鈴村磯同曾悶秋米J)lfl 
si'; 百草佐

科内
村)f!i 木山剖；日我

2
 1
 

1
 

山谷田
I司

/t 

マ丸
プ：事I怒菊1'1' オミ

正

技

白ER市r.i!i 。市日市手手手手手手手

門納飯安~ 
凸赤

Jぜh
;lip 11、;j:~ 

，
 

叶円・飯式ィ、九三

前
年
度
ヨ

五

同

開

催

ジ

各

技

術

官

権

任

ノ

業

務

ヲ

報

告

シ

且

ツ

討

議

シ

日市附的iR市R市手手手手手手手

リ

更

ニ

減

額
一セ一ラ

昭

米

技

雄

巳

技

男

省

技

山
由
珪

夫

技

賢

技

f豆

助

鴎

茂

次

技

ヨ5

紡

技

良E

技

d
リ

h
H

Anuρ 

技

、
ィハ

自E

技

、2み
t日

良［）

技

百巨

i渓

技

ヨI"ル

印

チ

左

ノ

如

ジ

倉官同
塚
室

内木
木林島JI! .!If 

III HU 
！京

タ

リ 一
六

官E

主主

対t

保

五

F
3
 
1
 

自
H
H

主主f

隆

flt" 

森

i'it 

員

餓

iえ

車l1l

!i~I 

太#!.< 

5£"< _,.. 

ヨた

日1¥

jjj,' 

太

良5

FlJ 

民II



経

戸.... 

吊

費

臨

時

費

＼
農
商
務
本
省
J

震

災

復

醤

及

新

管

費

一

）

f

其
他
復
奮
費
＼

出

物

）日記

本

年

度

ニ

於

ア

出

版

セ

ル

園

書

左

ノ

如

シ

地

質

調

査

所

報

告

第

十

務

九岩
手
勝
九
戸
郡
大
野
村
砂
銭
鎖
地
調
査
報
文
（
附
間
二
葉
）

山
口
勝
大
正
洞
産
豆
石

足
助
岡
崎
ノ
雲
母
序
岩
一
一
就
一
ア

山
形
燃
最
上
温
泉
調
査
報
文
（
附
圏
一
葉
）

第

九

十

競

大
正
十
二
年
度
事
業
報
告

油

田

説

明

書

八
五
、
三
五
四
国

一
二
六
、
六
一
九
園

三
O
、0
0
0
固

農
商
務
技
師

農

商

務

技

師

農

商

務

技

附

農

商

務

技

師

地
質
剥
査
所
長

岡石千チ1:一
七

谷止二
村,,.,_ 

晶
ヲ1・

女子結：

要法之之

歳勉彦助助



工
第 第 第

業
大山ニ鳥ニ新ニ 原秋山新秋山秋青秋
分口 取 i努 料田形潟図形回森j大採 田
！孫 j孫十勝十 l騒十 児暴 翼大系 j村孫県議新l庄孫 県香 里高
下下 -r 下 一 ！驚能
工工二工 潔布 競 周一ツ石上底男 ノ穆迦 f"'i; 
業業 業 鋸井田 1自治泊築 f由
原原続原銃土 物 1由泊悶岡田泊油田
料料 料 F旬 岡田（（（回国（

用 F目 用 石
（（第第第（（第

鎖鎌
線物

及 調第第二ニニ第第二

物物 白 査
二二十十十二二十
十十七六五十十区

制調 調 土
報 九八区隠匿二一）査査 査 調 区区）））区区地

報文 報文 報文 査 告
））地地地））質

報文 地地質質質地地及
（ （ 

質 質及及及質質地m F付 （ 
及及地地地及及形

間 固 附
地地形形形地地説闘

四 間
形形説周話囲悶形形葉 楽
設｝間説間 明設設国読閏書明） 葉

書明書明 書明 書書明 書明 書明

務農Iるj 民｝務l'!j 
μ務肉豆主屯主 f喜Lj 農農農良長農民農

務尚 商務 商務 務l萄 務商 務陪i務I萄 務商
務

技技 技 技 技技技技技技技技師
師自IP 日市 日市 r.m 師手術附師師

伊伊 波 木 千飯村千飯千飯千
ノL

原原 百現
村 字子塚上谷 j泉谷塚谷

敬敬 IE 好保 好保好保好

之之
ムノ、

之五貸之五之五之

助助 良ii 良E 助郎 助郎助郎助



所
長
、
技
師
（
粂
）

技

師
（
粂
）

技

間
（
粂

技

師

技

師

粂
復
興
局
技
師

甥

託
~ 技技技技

手手手手

・也
E
＋
』

金佐．比例千佐大西山首1p平車甘

質
原藤野

谷

貴子

藤橋阿回村塚!ilr 

調
信

泰

億

歳雄
－ 

，〈乙

E日1

ごた

止

敏

男潔

英

対t

龍

雄 i台主主
白 A 『、'l .. ~， .,., 

隆芳

査

所

職
技

師

地

質

係

長

技

師

地

形

係

長

技

削

粂
復
興
局
技
師

帰

託

燭技

手

技

手

粂
復
興
局
技
手

技

手

技技

員

大
正
十
四
年
三
月
末
日
現
在

託手ー手

大

井

上

山君主堀高久相松村

山松
根倉

又

内柳

＊守

見
本

国

義

近

新

次勉

次

員Z

米

京栓

金

叫巡

へ川

四

良E

角

治

て

安

近

良

技技技賜掲技技
手
｛
品
部
）

技技技

市川・
白
れt.ili !1i!i 託託手手手手

Jr. 
1］、i店主石太力日及ム

ノ、相i奥1］、

林

儀

主量チF
回

健

藤1
 
1
 
1
 

角留
国
1
 
1
 
1
 

良E

久

士
口

か

続

彦

古

員日

省官－

＝』
Cl 

兵．

古

川

雄稔

－ tPJ・

澄



大

正

十

四

年

十

二

月

十

三

日

印

刷

大

正

十

四

年

十

二

月

十

六

日

愛

行

著
作
権
所
有

噌
B
a
a

－
－
 
C
ト

n
H
H
 

「
「
「を愛設

pm 
pm 

責

所

古一見

定

償

金

五

拾

銭

商

工

省

者

東

京

市

日

本

橋

国

兜

町

二

番

地

一

珊

谷

岩

尖

夏B

所

東

京

市

日

本

橋

匿

兜

町

二

番

地

東

京

印

刷

株

式

舎

東

京

市

日

本

橋

匿

兜

町

二

番

地

東

京

印

刷

株

式

命

日

枇

振

替

口

隆

東

京

七

九

六

三

谷

東

京

市

日

本

橋

恒

通

三

丁

目

丸

善

株

式

命日

枇

振

替

口

臨

東

京

五

脊

一吐

所



IMPERIAL GEOLOGICAL SURVEY OF JAPAN 

REPORT No. 94 

ーー---e<>・一ーーー

Annual Report for the Year ending March 31, 1925 

By 

NoBUYASU KANEHARA, Director 

In consequence of the great earthquake of 1923 and the 

de日tructivefires thaもfollowedit, the regular work of the Survey 

made litもleprogress during the succeeding year. Such urgent 

matters as the geological investigation ofもheearもhquake districts, 

the resurveying .of areas in order to replace sheet-maps and 

descriptions which had been destroyed, and the re-establishment 

of the o白ceof the Survey seriously interfered wiもhthe routine 

work and reduced the e缶ciencyof the staff by fully fifty per 

cenも. 'l'he、completerestoration ofもhe Survey will require 
unremi七tingendeavour for some time to come. 

The oil-land and mineral surveys were discontinued for lack 

of funds. This, occurring 叫 aもimewhen abundant mineral 

resources should be exploited, is greatly to be regretted. 

Division of Geology: Two geologists re-surveyed the two 

sheet-map areas of Choshi and Imabari, and four beganもhe

survey of the five sheet-map areas of Taira, Toyohashi, Irakozaki, 

Idzushiyama and Kuma, which will be continued in the next 

year. Five geologists were engaged chiefly in the survey of the 

earthquake districts. 
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Division of Mineral Survey: A party, consisting of a 

geologis七九ndaもopographer,was sent outもomake a geological 

re-s日rvcv of the coal－自eldsof Arekinai and Itoizawa in the 

Province of Kushiro, and a new survey ofもhecoal-field of 

Kfりついinrnain the Province of Shiribeshi. Another geologist was 

engng0Kl in tho刈ndyof the mineral resources of the Prefecture 

of lshi kawa. 

Division of Oil-Land Survey : 'l'wo parties, each consisting 

of one geologist. mid throe topographers, undertool王there-survey 

of the oil圃landsor Dぬishakain the Prefecture of Aomori, and of 
Jinguji and P九ピlain the Prefecture of Akita; while the geological 

smvey of the Embetsu oil－五elclin the Province of 'reshio in 

Hokkaido was also carried onももhisyear. 

Special Survey : As to works undertaken 叫 thereg uest of 

tho Dublic‘a f!eoloo・i弓twas sent ou七tosurvevもhedeDosiもof
l. ' 、J どう " l" 

phosphate in Kita-・Daitojima in the Prefecture of Okinawa, the 

ground-water s日ppliesof Ashikaga inもhePrefectnre of Tochigi ; 

of Toyohashi and Handa in the Prefecture of Aichi; of Naga-

hama inもhePrefecturo of Ehime; and the ho七springsof Yucla 

in the Prefecture of Yamaguchi, of Kaminoyama and Akayu in 

もhePrefecture of Yamagata, of Ginzan in七hePrefecture of 

Shizuoka, and of Y unose in the Prefecture of Nagano. 

Division of Topography: 'l'he topographical survey was 

mostly carriecl on in connection with the geological smvey. Nine 

topographers were sent out to seven prefectures and completed 

the topographical survey of the special mn,p ofもheShiratalζ1 

:MinG district, of three coal-fields in Hokkaido and of four oil-fields 

inもhePe0fectmos of Aomori and Akita. 



り
ーーー 央》 ーーー

The clrnf；もsof the eighもsheet-mapsof Kamaおhi,Shidara, 

Tokuyama, Tsukuba, Choshi, Nakoso, Hokota and Fuchu were 

com.pleted，もhefirst five being reproductions of maps destroyed at 

the time ofもheearthquake. Special maps of七heShirataki and 

the Kamaishi Mine districts were almost finished. In addition 

the topographers made drafもsof maps of three coal-fields in 

Hokkaido and completed those of five oil-fields in Akiもaand 

Echigo. Four oもhersare under preparation. 

Division of Chemistry : Eighもy-onequantiも叫iveanalyses 

of rocks, iron oros, sulphur ores and coals were effected. 

Museum: 'rhe restoration of tho Museum. was commenced 

by the renewal of its eqnipmenもandもhecollecも10nof specimens. 

Thirty-nine minerals and ores were contributed, during the year, 

by people mostly outsideもheSurvey. 

Libr世 y: Through the sympathetic help of scientific and 

technical institutions and societies, abroad as well as at home, 

reports and books初 出enumber of 10,390 and 2,157 sheets of 

geological and topographical maps have already been presented 

toもheLibrary. For these valLmble gifts we wishもoexpress our 

most sincere thanks. 

General Affairs : 'l'he officials of the Survey who had been 

working temporarily in four offices were re田assembledi比七heold 

building while it was still undergoing repairs ; buもthelarge 

reduction in the amount of tho Governments appropriation will 

seriously delay the reconstruction of the building and iもs

equipment. 

Changes havo also occurred in the organization ofもhe

Survey, through the retirement of a number of the Staff. Of 



- 4ー

these we said farewell to Dr. K. Inouye with c1eep regret. He 

devoted himself unremitもinglytoもhedevelopment of the Survey 

for twenty-seven years. As its Director for seventeen years, he 

has left a splendid record in the history of the Survey. Mr・.S. 

Shimizu, our former chief chemist, bas also resigned. He had 

assisted Dr. Inouye for twenty回fouryears, sometimes acting for 

him during his absence. Eight geologisもs,one assisもantgeologist, 

eightもopographers,five assistant chemists, four cartographers 

and two clerks were also obliged to leave tho Survey. Three 

other geologist日andas many topographers were transferred to 

oもherdepartments outside the Survey. 'rhe amounもsappropriated 

toもheSurvey are as follows : 

Geological Surveys 

Mineral and Oil-Land Surveys 

Repairs of Office and Eq uipmenも

Total 

¥ 85,354 

¥ 126,619 

¥ 30,000 

¥ 241,973 

Two reports, eight explanatory-texts of oil崎landmaps and 

three indusもrial mineral survey reports were issued during 

the year. 
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